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谷
で
あ
る
。
累
々
と
横
た
わ
る
岩
が
雨
に

濡
れ
て
い
っ
そ
う
黒
さ
を
増
し
て
い
る
、

数
日
前

「朝
日
新
聞
」
で
紹
介
さ
れ
た
の

で
、
大
阪
か
ら
も
見
学
者
が
来
て
い
る
、

そ
こ
で
一
同
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

２
日
日
午
前
中
は
、
山
添
村
北
野
の
枡

型
山
の
登
山
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
道
は
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
急
勾
配
。
若
い
参
加

者
で
も
音
を
上
げ
礼

と
こ
ろ
が
、
参
加

者
で
』雹
牛
長
の
伊
藤
さ
ん
は
、
二
十
代
の

萩
原
君
に
手
を
ひ
か
れ
な
が
ら
一西
ス
に
笑

顔
で
坂
道
を
登
ゑ

約
３
０
分
か
け
て

「岩
屋
」
に
た
ど
り

つ
い
た
。
直
径
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨

大
な
傘
の
開
い
た
キ
ノ
コ
の
よ
う
な

「岩

屋
」
を
目
の
前
に
し
て
、
参
加
者
は

「お

っ
」と
い
う
よ
う
な
感
嘆
の
声
を
あ
げ
ゑ

山
添
村
い
わ
く
ら
文
化
研
究
会
の
奥
谷
副

会
長
が
、
「岩
屋
」
の
奥
の
空
間
を
指
し
て
、

「日
没
の
太
陽
の
光
が
奥
の
壁
に
差
し
込

む
。
こ
れ
を
観
祭
し
て
、
一李
節
を
知
る
暦

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
説
明
に
納
得
す
る
人
、
首
を

か
し
げ
る
人
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
数
十
メ

ー
ト
ル
登
る
と

「枡
型
岩
」
が
見
学
者
の

行
く
手
を
阻
む
よ
う
に
屹
立
し
て
い
る
、

十
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
岩
の
壁
で
あ
る
。

上
部
に
名
前
の
出
来
と
な
つ
て
い
る
枡
型

が
彫
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
き
省
良
市
の
水
源
と
な
っ
て
い
る

布
ロ
ダ
ム
の
堰
堤
か
ら
１
キ
ロ
ば
か
り
入

付
近
に
は
沢
山
の
巨
石
が
あ
り
ま
す
」
と

説
明
し
て
く
れ
た
が
、　
一
同
話
だ
け
を
問

い
て
下
山
。
丹
生
の

「千
体
地
蔵
菩
薩
」

が
彫
ら
れ
て
い
る
岩
な
ど
周
辺
の
巨
岩
を

見
学
し
た
。

布
ロ
ダ
ム
湖
畔
で
昼
食
を
済
ま
せ
、
奈

良
市
邑
地
町
の
茶
畑
の
中
に
あ
る
イ
フ
ク

ラ
を
見
学
。
巨
石
が
集
ま
り
、
ド
ー
ナ
ツ

状
に
直
径
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
塊
と
な

夜
は
、
宿
舎
で
あ
る

「ア
ー
ト
ス
コ
ー

プ
は
か
た
」
で
夕
食
を
兼
ね
た
交
流
会
が

持
た
れ
た
。
東
は
九
州
か
ら
西
は
関
東
ま

で
、
全
国
か
ら
集
ま
つ
た
参
加
者
が
自
己

紹
介
と
参
加
し
て
の
感
想
な
ど
を
述
べ
あ

い
、
夜
遅
く
ま
で
語
り
あ
っ
た
。

つ
た
と
こ
ろ
、
丹
生
町
の
入
口
に
バ
ス
を

止
め
て
、
植
林
し
た
杉
の
木
立
を
掻
き
分

け
な
が
ら
北
向
き
の
急
斜
面
を
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
登
っ
た
。
稜
線
付
近
に
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
状
の
主
石
を
中
心
に
、
二
つ
の
巨
石
の

シ
ル
エ
ツ
ト
が
見
え
た
が
、
斜
度
二
十
度

は
あ
ろ
う
か
と
い
う
急
斜
面
の
た
め
、
な

か
な
か
現
場
ま
で
た
ど
り
つ
け
な
い
。
杉

の
木
立
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
稜
線
に
た

ど
り
着
い
た
と
き
は
、
息
も
絶
え
絶
え
。

月
ヶ
瀬
の
小
山
さ
ん
が

「こ
の
山
の
頂
上

7

ヽ

ヽ ヽ



8

（■
）

。）
‘
ワ
詳
ｕ

■
コ
０
０
マ
¨
，
■
￥
ヽ
２
●
留
０
身
町

乎
ヾ
業
三
⑫
γ
Ｒ
謝
Ｊ
‘
¨
？

「γ
Ｏ
マ

Ｔ
，
■
町
乎

。■
■
■
，
２
７
●
，
■
首

２
⑫
Ｓ
ｕ
¨
コ
宗
幸
７
日
↓

日ヽ
調
」
旨
］

一
２
Ｙ
Ｉ
こ
，
和
）
Ш
黎
Ｉ
畔

９ヽ
）
ψ

コ
マ
２
単
⑫
Ｐ
ψ

「―
繁
」
「̈

Ｆ
準
」
「

０
７
０
ｃ

一
⑫
書
コ

ユヽ
ヨ
ワ
筆
不
絆

ヽ
′
難

「
訳
攀
す０
）
９
）
７
■
■
嘗
０
学
，
ｃ
Ｐ

そ
鞍
准
ユ
絆
当
叩
「
興
Ｐ
勘
当
０
０
）
γ

♀
翻
■
絆
）
０
■

ヽ，
７
マ

膨̈
け
，
身

町
タ
ー
∠
イ
刻
也
４
′
４
ン

「ヽ
陥
鍵
‘

“
７

「γ
■
■
●
，
■
７
畜
祥
⑫
酬
ヨ
２

黒
ヨ
⑫
ｍ
⑫
，
コ
々
γ

マヽ
■
■
６
９
ヾ

キ
学
ヽ
■
織
「
■
■
■
，
γ
♀
徹
■
絆
）

）ヽ
０
マ
¨
２
マ
●
，
“
）
そ
単
７

「）

Ｃ
Ｔ
■
■
星
■
マ
ｕ
ユ
■
♀
２
艶
躍
」

０

●
，
０
■

７
日
Ｙ
Ｏ
ア
ー
〓
芸
笞
‘
′
４
ン
⑫
申
墓

弱

）ヽ
γ
Ｔ

。■
０
マ
）
キ
宴
弱
■
■
２

ｏ２
ｕ
婁
コ
ユ
叩
０
口
園
３
，
Ｐ
ヨ
影
＋

２
更
■
９
ν
璽
７
０
キ
ヾ
′
Ｖ

コヽ
箪
６

醸
２
革
⑫
‘
‘
′
―
‘
Ч
イ
γ
冨
蒻

ヽ
′

０
黎
「
／
′
イ
ム
ン
４
′
Ｓ
ｌ
∠
イ
刻
豊

ω
園
日
Ｚ

ｎヽ
薫
笞
２

「禦
取
０

（き
７

“
）
鮮
国
」
０
艶
妻
０
革
平
ヒ

）^
回
コ
■

コ
′
Ｖ
２
肇
９
悧
箪
「
珈
畠
蒻
ｙ
螺
単

ｏ９
■
首
γ
マ
■
攣
ψ
γ
２

マヽ
ン

ー
）
―
辛
？
０
■
９
？
Ｃ
●
７

「ｑ
■
０

ｒ
∠
」
）
Ｙ

し
，
ユ
婿
￥
■
マ
Ｙ
ヨ
⑦

，
７
０
不
）
Ｙ
「
嬰

マヽ
¨
Ｗ
ａ
資
６
■

９
２
♀
〓
￥
●
ツ
？
９
¨
，
笞
ｑ
）
＞
撃

。，
７
７
資
五
８
聖
，
ユ
ｒ
ｒ
。９
ｕ
，
０

■ヨ留0口墓
=

°ヽ
1♀諄

〉)η菌姿・20準羊1ヽ2鮮早響節コl

10「446ル」畢聾青琴薫(ヨ轟)

446″
｀
準lユ、lC■1妻044乙ン


